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１．はじめに 

1995 年兵庫県南部地震以降，地震観測ネットワーク

の急速な普及により、震源近傍を含め多くの特徴的な地

震動が観測されている。2003 年十勝沖地震（Mj8.0）は

北海道の太平洋岸の沈み込み帯で発生した海溝型地震で

ある。この地震の発生は、当該地震が北海道の地震危険

度に最も影響を与える地震の一つであっただけではなく、

苫小牧において長周期地震動が生成され、それによりエ

ネルギー施設が被災し、長周期地震動の危険性を日本中

に知らしめた地震として、社会的および耐震工学的にも

インパクトを与えた。 
構造物の耐震性能を向上させるためには、構造物に作

用する地震動の特徴を把握することが重要であるため、

本検討では北海道における長周期地震動の生成特性の検

討を実施する。ここでは（その１）として、2003 年十

勝沖地震での北海道における長周期地震動の発生状況に

ついて検討を行う。 
２．長周期地震動の生成要因 

図 1 に 2003 年十勝沖地震における北海道日高支庁沿

岸の K-NET1)の観測地点における速度時刻歴を示す。震

源に近い HKD112 や HKD111 の観測記録は短周期波形

が卓越し、長周期波形は含まれていない。一方、苫小牧

（HKD129）では主要動の後続部に長周期波形が明瞭に

表れる。震源から生成される地震動は短周期から長周期

までの広帯域の地震動が含まれており、海溝型地震のよ

うに震源領域が大きい場合には長周期成分も放出される

と考えられているが、構造物に被害を与えるようなパワ

ーのある長周期地震動は、深い地盤構造の影響により二

次的に生成された表面波が主体であると考えられる。 図 1 2003 年十勝沖地震の北海道沿岸部の速度時刻歴 
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このことは、内陸地殻内地震に分類され、震源領域も

比較的小さい 2004 年中越地震において、震源から数百

km 離れた東京都内で長周期地震動が生成され、超高層

建築物の昇降装置に支障を及ぼしたことに整合する。 
３．北海道における長周期地震動の発生状況 

防災科学技術研究所の K-NET および KiK-net2)の観測

記録を検討に使用する。図 2 に観測地点の位置を示す。

ほぼ北海道全土に観測点が位置していることがわかる。 
図 3 および図 4 に 1 秒間隔で周期 10 秒迄の擬似速度

応答スペクトル(h=5%)の周期帯最大値コンターを方位

別に分けて示す。5 秒以下の周期帯では、十勝平野の海

岸部および十勝川に沿った範囲で大きい振幅が見られる。 図 2 検討に用いた地震動記録の観測地点 
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図 3 擬似速度応答スペクトルの最大値のコンター（NS 方向、減衰定数 5%） 

図 4 擬似速度応答スペクトルの最大値のコンター（EW 方向、減衰定数 5%） 
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図 5 北海道の基盤深度分布図 4) 

これは、当該地震の震源破壊が、震源から北側（深い方

向）に進み、強い地震動が生成されたこと 3)に整合する。 
周期が 5 秒以上になると、十勝地域のスペクトル強度

は小さくなり、代わって苫小牧が位置する勇払平野地域

の強度が大きくなる。この様子は、EW 方向では明瞭に

見られるが、NS 方向ではそれほどではなく、概ね十勝

地域と同程度である。そのため、長周期地震動には方向

性が見られると考えられる。勇払平野と十勝地域以外で

は、程度は小さいもののサロベツ地域と根釧台地付近に

も長周期成分の卓越が見られる。 
図 5 に北海道の基盤深度分布を示す 4)。長周期地震動

が見られた地域の地下構造は盆地構造になっており、長

周期地震動は地下構造に影響を受けていると考えられる。 
４．まとめ 

2003 年十勝沖地震において北海道で観測された地震

動記録を用いて、北海道における長周期地震動の発生状

況を検討した。長周期地震動は勇払平野や十勝地域で見

られ、サロベツ原野や根釧台地でも観測された。また、

長周期地震動には方向性があること、長周期地震動が観

測された地域は地下構造が盆地構造になっている場所と

整 合 が 取 れ て い る こ と 等 が 明 ら か に な っ た 。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【謝辞】防災科学技術研究所の K-NET および KiK-net の観測記録を使

用させていただきました。 
【参考文献】 
1) 強震ネットワーク K-NET，http://www.k-net.bosai.go.jp/k-net/ 
2) 基盤強震観測網 KiK-net，http://www.kik.bosai.go.jp/kik/ 
3) 東大地震研・地震火山災害部門：2003 年十勝沖地震 -震源過程・強震

動・被害-, http://taro.eri.u-tokyo.ac.jp/saigai/tokachi/tokachi.html 
4) 藤原広行他：石狩低地東縁断層帯の地震を想定した地震動予測地図作

成手法の検討,防災科学技術研究所研究資料,第 283,2005 

平成21年度　土木学会北海道支部　論文報告集　第66号


